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2017 年度連続講演会「国際日本研究へのまなざし―ことば・文化・教育―」第１回 

 

「言語・社会・文化の統括的教育実践の理論化」という意想について 

砂川裕一氏（国際交流基金日本語国際センター所長，群馬大学名誉教授） 

 

場所：101 教室  日時：2017 年 9 月 29 日（金）17:45～19:15 

 

国際日本学研究院 2017 年度連続講演会「国際日本研究へのまなざし―ことば・文化・

教育―」のキックオフとなる第１回講演会は、国際交流基金日本語国際センター所長の砂

川裕一氏を迎えて行われた。本年度の連続講演会は日本語教育をその根幹に据え、日本語

教育と国際日本研究の交わるところに、本学国際日本学のフレームワークにおける日本語

教育の意味を見出していきたいと考えていた。砂川氏は、長年にわたって、群馬大学にて

留学生教育に携わっておられ、特に日本語教育だけでなく、日本事情教育に従事なさって

きた。砂川氏のご講演はこの日本事情教育を出発点に、砂川氏の過去の研究による分析を

踏まえながら進められた。 

ご講演では、まず日本語日本事情教育を含む言語教育が、言語要素の教育といわれる状

況だけではすまなくなっていることを踏まえ、言語の側面だけでなく、社会的側面及び文

化的な側面、そして、歴史的な側面や心理的な側面も包括する形で教育実践をとらえなお

し理論化することが必要だという立場で議論を進める必要性が示された。特に、日本事情

という科目は、何を対象とするか、そしてどのような形で知的活動における教員と学習者

の双方向性を維持するか、最後に教育的機能の多様性をどのように見出すか、という 3 つ

の軸で立体的にとらえようと試みることが提案された。 

なお、ご講演では特に、日本事情教育の中で、言語的運用力の強化という機能がどのよ

うに果たされるか、ということに焦点を絞って解説が行われた。砂川氏が言語運用の観点

から日本事情を紐解こうとなさった背景には、やはり言語の価値・位置づけの重要性があ

ったからであった。この点は、ご講演の終盤で、「言語的コミュニケーションの対人的・社

会的・文化的内実」として、「自らの立場を自覚し」、「同時に相手の立場に身を置きつつ、

想像力と柔軟性を獲得する」ことの重要性に言及なさったことからもはっきり見て取れる

ところであった。社会・文化・自然・世界に対しての「言語」の位置づけを明確にし、そ

のうえで言語習得と自己形成の構造について、また、言語運用力を高めることとその文化・

社会的な自己実現の関係性を論点に、言語・社会・文化の統括的教育実践を理論化しよう

という試みが、日本事情教育の中での学習者の成長を促すという視点につながっていると

いうことが示された。 

なお、本講演会では、講演内容をより深くとらえるための質問とコメントを繰り広げる

ことを狙いとして、各回に本学大学院国際日本学研究院の教員が指定討論者として登壇す

る形をとった。第 1 回は荒川洋平教授が指定討論者を務めた。荒川教授による質疑は大き

く 3 つの観点から、砂川氏の講演を切り取り、より深めるための発題が提示された。特に、

協同（共同）の学びの意義について、「日本人学生、教員、ビジターセッションなども交え
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ることでさらにもっと面白い協同の学びが生まれるだろう」という観点について、具体的

にどう進めるのかという実践に根付く質問が出されたが、砂川氏からは学生同士がお互い

の相互比較をしながら学ぶだけでなく、「教師」としてレクチャーする立場ではなく教員も

なるほどと学ぶことが重要だというコメントが得られたことは大きかった。 

最後に，フロアからの質問を砂川氏に 15 分間ほど受けていただいた。特に、本学留学生

日本語教育センターにて予備教育の政治経済、日本事情科目を担当している春名展生講師

から、日本事情教育に関する質問が投げかけられた。ここでは、日本事情教育を担当する

教員の属性が様々になっていることを踏まえ、改めて日本事情教育が求められるものとは

どのような内容なのかという根本的な議論が展開された。砂川氏からは、最後に日本事情

教員として求められる人材は、知識自体は全国紙が読めるくらいの知識でもよいが、読ん

でこういうことが書いてある、あなたはどう思う？と聞けることが重要であること、そし

て、新聞の中の多様なレベルの記事を選べる力として、社会や文化についての新聞に載っ

ている視野の広さを持っておくことが重要だというコメントが得られた。 

以上で，砂川氏の講演は終了となり，大きな拍手で会場が包まれた。会場となった 101

の教室に多くの聴衆が来場し，盛況のうちに会を終えることができた。 

 

（文責・石澤徹） 
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